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　MRIやCTなどから得られるボリュームデータから病巣・内臓・骨格等を抽出するには経験

と長時間（脳では４時間以上）を要していたが、今回のモデル化により、これらをエネルギー

最小化原理を用いて自動抽出することで、特別な専門知識を必要とせずに、３次元画像化が

可能なソフトウェアの開発に成功した。ボリュームデータから医師の手元のPCで即座に病巣

などを３次元画像としてあらゆる角度から視覚的に観察でき、診療のみならずインフォーム

ドコンセントへの貢献も期待できる。主な特徴としては、一般的なPCスペックで動作が可能、

利用に専門的な知識を必要としない、鮮明で誤差の少ない３次元抽出画像が出力可能などが

挙げられる。さらに、電子カルテでの３次元画像利用やインプラントシミュレーションの分

野への適用によって差別化を図ることが可能になる。本モデル化での成果により一般的なパ

ソコンでの動作可能なポリゴン表示が可能となったため、３次元画像を利用した多くの分野

への適用が考えられる。�
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